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サービスプロバイダー企業グループを目指して
CSKグループはホールディングス体制へ移行して3年目を迎えました。昨年にはグループ企業の再編を行い、

グループ各社のサービスを包括的に提供する体制が整備され、サービスプロバイダーとしての経営基盤が確立され

ました。今後は、構造改革のステージから新たな成長のステージへと入っていきます。

　「お客様に本当に必要とされるサービスを提供したい」、そんな想いがCSKグループにはあふれています。そして、

この想いからグループの持つ多彩な才能のコラボレーションが生まれ、新たなサービスの創造につながるのです。

　これからもCSKグループは、社会に必要とされる新たなサービスの創造を目指すサービスプロバイダー企業

グループとして、お客様をはじめ、株主様、お取引先、社員、地域社会などすべてのステークホルダーの皆様と

「ともに」、社会の発展に寄与し続けられる企業グループを目指していきます。
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Financial Services 

Business

Prepaid Card Business

Securities Business

Aiming for Remarkable  
Growth as a Service Pro  vider

免責事項
アニュアルレポート2008は、CSKグループの業績および事業戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、CSKホールディングスおよびグルー
プ会社の株式購入や売却を勧誘するものではありません。本レポートの内容には、将来の業績に関する意見や予測などの情報を掲載することがあり
ますが、これらの情報は、現時点の当社の判断に基づいて作成しています。よって、その実現・達成を約束するものではなく、また今後、予告なしに
変更されることがあります。本レポート利用の結果生じたいかなる損害についても当社は一切責任を負いません。また、本レポートの無断での複製、
転記などを行わないようにお願いいたします。
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財務ハイライト
株式会社CSKホールディングスと連結子会社
3月31日に終了した1年間

百万円 千米ドル（注3）

2004 2005 2006 2007 2008 2008

会計年度
　売上高  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ¥378,473 ¥319,994 ¥241,155 ¥245,982 ¥239,695 $2,392,406
　営業利益  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 28,290 24,046 25,138 29,905 19,256 192,200
　税金等調整前当期純利益  . . . . . . . . 38,723 64,200 52,786 30,713 4,682 46,736
　当期純利益  . . . . . . . . . . . . . . . . . 21,424 33,343 30,875 8,679 1,272 12,697

会計年度末
　総資産  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 375,991 455,637 543,134 577,295 550,054 5,490,111
　純資産/資本（注１）  . . . . . . . . . . . . . . 128,686 156,485 179,824 208,775 185,496 1,851,438
　有利子負債  . . . . . . . . . . . . . . . . . 103,349 137,047 159,424 192,665 212,069 2,116,664
　運転資本  . . . . . . . . . . . . . . . . . . 87,933 134,688 172,802 181,958 152,350 1,520,610

円 米ドル（注3）

1株当たり情報（注2）

　当期純利益  . . . . . . . . . . . . . . . . . ¥   283.85 ¥   437.31 ¥   410.52 ¥   117.35 ¥     17.34 $  0.17
　滞在株式調整後 
  1株当たり当期純利益  . . . . . . . . . 273.91 412.04 387.98 105.60 15.46 0.15
　配当金  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15.00 17.00 40.00 40.00 40.00 0.40
　純資産  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1,702.47 2,072.02 2,437.08 2,479.33 2,317.18 23.13

発行済株式数  . . . . . . . . . . . . . . . . . 76,538,663 76,733,284 77,791,992 78,437,124 78,670,524

注記： 1. 2006年の会社法施行に伴い、これまでの資本に少数株主持分や新株予約権を加え、2007年3月期以降は新たに純資産として数字を公開しています。
 2. 1株当たり情報は円表示です。
 3. 米ドル金額は、便宜上、１ドル＝100.19円で計算されています。
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会長ごあいさつ
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Our Social Responsibility:  
To Create New Services That Society  
Will Come to See as Essential
社会に必要とされる新たなサービスの創造を目指して

CSKグループは今年、創業40周年の節目を迎え

ます。1968年にシステム運用の会社として発足

し、1982年に日本初のソフトウェア会社として株

式上場を果たしました。その後、多様な事業展開

を行い、現在は情報サービスに加え、証券系ビジ

ネス、金融サービスなどに業容を拡大していま

す。この間の発展を振り返ってみると、お客様の

ニーズや環境の変化に柔軟に対応しながら、社会

に必要とされる新たなサービスを創造し、提供す

ることに注力してきたCSKグループの変革の歴史

と言えます。

現在、CSKグループは、ITに特化したサービス

だけでなく、専門性の高いサービスを融合させて

提供するサービスプロバイダーを目指しています。

また、新たな事業の柱として、膨大な個人金融資

産を活かすことで、お客様の豊かさと日本の持続

的発展に資する「証券系ビジネス」への本格的な取

り組みを始めています。これらの取り組みを推進す

ることで、次なる成長を目指していきます。

「企業は広く社会の発展に貢献できるような製

品やサービスを、創出し続けなければ存在価値は

ない」と私は考えています。

2006年に「サステナビリティの時代に求められ

るものは何か」をテーマにした研究および実践の

場としてCSK-ISを設立しました。今日の日本に

おいて特に高い社会性をもつ最重要なテーマとし

て、企業が自社の従業員分の食料を自分たちで作

ることを通じて食料自給に貢献する「新たな農業

の形̶̶企産企消」、および個人の遺伝情報など

をもとに個々人に最適な予防法や治療法を可能と

する「オーダーメイド医療」を中心に研究・実践を

進めています。

今後も、「会社は社会と『ともに』行動する」とい

う共同の考え方をベースに、社会に必要とされる

新たなサービスの創造を通じて、自社の発展のみ

ならず、社会の発展に寄与し続けられる存在を目

指していきます。

2008年9月

代表取締役会長 兼 取締役会議長
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社長ごあいさつ
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Our New Business Model:  
To Provide Recurring Services That  
Fuse it With Our Broad-Ranging  
Business Expertise
ITと専門性の高い周辺サービスが融合したサービスプロバイダー型事業モデルへ

企業を取り巻く事業環境や経営環境はめまぐるし

く変化し、そのスピードはますます加速するととも

に複雑さを増しています。それに伴い、お客様の

ITサービスに対するニーズは、新たなビジネスモ

デルの創造など経営課題に直結した領域にまで広

がりを見せています。そのような変化に対応する

ため、CSKグループは従来型のITサービスから、

ITと専門性の高い周辺サービスを融合させた

「サービスプロバイダー型事業モデル」への転換

をいち早く推進してきました。また、新たな事業

の柱として金融サービス関連事業を育成するな

ど、収益の多様化を図り、グループの収益基盤の

強化を推進してきました。

昨年のグループの再編により、グループ各社の

専門サービスを包括的に提供する体制が整備さ

れ、サービスプロバイダーとしての事業推進基盤

が確立しました。CSKグループは構造改革のス

テージを終え、新たな成長と飛躍のステージを迎

えています。

2008年3月期の連結業績については、情報

サービス事業が金融機関の旺盛な IT投資を背景

に堅調に推移した一方で、証券事業および不動産

証券化事業においては、米国サブプライムローン

問題に端を発する市況悪化の影響などにより業績

が低迷しました。結果として減収減益となった業

績を早急に改善すべく、課題克服に向けた施策を

推進しています。

そうした施策の一環として、2008年8月にはコ

スモ証券を完全子会社化しました。CSKグルー

プにおいては、証券事業のみならず証券にかかわ

るさまざまな事業を手掛けており、それらを「証

券系ビジネス」として集約し連携を強化すること

で、「情報サービス事業」、「金融サービス事業」

に続く第3の柱として推進していきます。

創業以来、CSKグループはお客様のニーズや

マーケットの変化を柔軟にとらえ、既存のサービ

スを進化させるだけでなく、新たなサービスの創

造に積極的に取り組んできました。これからも

CSKグループは、社会に必要とされる新たなサー

ビスの創造を目指すサービスプロバイダー企業グ

ループとして、株主の皆様のご期待に応えていき

たいと考えています。

今後とも、より一層のご支援を賜りますようお

願い申し上げます。

2008年9月

代表取締役社長
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社長インタビュー

Bringing Together Our Many  
Talents to Create Truly Innovative  
Services — in the Field of  
IT and Beyond
CSKホールディングスの経営トップとして、2008年3月期の業績をどのよ

うに分析しているのか、ますます多様化するグループ事業の背後にはどの

ような考えがあるのか。サービスプロバイダー型事業モデルへの転換を

目指して改革を進めてきた福山社長に、CSKグループの現在位置と今後

の方向性について質問しました。

Question 1

足元の業績のことから伺います。減収減益となっ

た2008年3月期の業績の原因について、社長の

分析をお聞かせください。

Answer 1

まず申し上げたいのが、業績の下方修正ならびに減収減益という結果を、経

営者として真摯に、厳粛に受け止めているということです。2009年3月期に

は業績を回復して、株主・投資家の皆様からの信頼を取り戻す決意です。

　売上の80%以上を占める情報サービス事業が好調だったにもかかわら

ず、業績下方修正となった一番大きな原因は、当社の連結対象子会社であ

るコスモ証券（株）の大幅な減収減益です。サブプライムローン問題から発

生した市場の混乱の影響を受け、株式手数料の収入やトレーディング収益が

減少して業績が悪化しました。さらに近年、業容を急拡大しようとしたこと

で、投資の増大やコストの高止まりを招き、大幅な赤字決算という結果にな

りました。

　もう一つの減収減益要因が、金融サービス事業です。2008年3月期中

に売却を予定していた大型案件のうち、一部の売却時期が先延ばしになっ

たことが響きました。銀行の融資姿勢の急激な変化によって、CSKファイ

ナンス（株）が売却を予定していた相手先の資金調達が難しくなったことが

原因です。
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Question 2

市場の混乱が証券業界に影響を及ぼしている中

でスタートした新証券システム「ESTREX」（エス

トレックス）はいかがでしょうか。2008年3月期に

は減損処理もありましたが、今後の戦略に変更が

出てきますか。

Question 3

CSKホールディングスは2009年3月期の業績を

売上高で、前期比6.4%増の2,550億円、営業利

益は前期比19.4%増の230億円という予想を発

表しています。市場の混乱や銀行の融資姿勢は、

当面改善しないのではないかという観測が強い

中、証券事業や金融サービス事業においてはどの

ような施策をお考えですか。

Answer 2

本事業は中期的な展望に立って取り組むビジネスと位置付けており、戦略の

変更は考えていません。「ESTREX」の開発は予定通りに完了し、すでに第1

号のお客様へのサービスを開始しています。

　しかしながら、株券電子化などの制度変更や、東京証券取引所の次期シス

テム対応を目前に控え、新システム導入に対してお客様が慎重な姿勢を見せ

始めています。そのため、回収計画を見直し、減損処理を行ったわけです。

　今後も制度変更への対応や新機能の追加、さらには、既存の金融情報配

信サービス「MarketViewer」を統合するなどして、競争力強化を図りなが

ら、着実に実績を積み上げていこうと考えています。

Answer 3

まず、証券事業においては、コスモ証券の戦略を抜本的に見直すと同時に、

これまで以上にグループ連携を密にすることで、新たな事業展開を行ってい

きます。その迅速な実現に向け、2008年8月1日をもってコスモ証券を当社

の完全子会社とすることを決定しました。

　すでにいくつかの取り組みを始めています。まず戦略面ですが、これまで

の法人向けビジネスの強化・拡大路線から脱却し、従来から強みとしている

リテール業務にフォーカスすることを明確に打ち出しました。リテール証券

会社での経験が豊富な方を社外からトップとして迎えるとともに、引受部門、

法人部門を縮小していきます。組織面については、コスト構造に徹底的にメ

スを入れつつ、強化が必要なリテール営業などについては人材を含めたリ

ソースの重点配置を行っていきます。

　さらに、CSKグループとして「証券系ビジネス」を、情報サービス事業、

金融サービス事業に続く第3の柱と位置付け、コスモ証券をその主要会社の

一つとしました。証券系ビジネスには、証券事業のほかに証券システムASP

や証券事務BPO、投資信託・投資顧問業、ベンチャーキャピタル、バイアウ

トファンドなどが含まれます。CSKグループ各社と人的および経営資源の面

で積極的に連携を強化することで、グループ一体となって証券系ビジネスを

推進していきます。
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Question 4

情報サービス事業は、2008年3月期に売上高で

前期比2.2%増、営業利益で同4.3%増と好調で

した。その要因は何でしょうか。

　不動産証券化事業については、依然、銀行の融資姿勢に変化は見られず、

厳しいマーケット環境がしばらく続く見込みです。そのため2009年3月期に

ついては、財務面での流動性を重視し、積み上がった投資残高を大幅に圧縮

していく方針で事業を行っていきます。

Answer 4

企業向け情報システムの開発や運用などを対象とするテクノロジーサービス

において、金融業向けの売上が順調に拡大したことが主な要因です。銀行の

合併に伴うシステム統合プロジェクトや生損保向け大型プロジェクトが大きく

貢献しました。金融業界では複数の大型プロジェクトが控えており、今後数

年間は堅調が続く見込みです。営業利益率は前期の5.9%から8.8%に大幅

に改善しました。これは、サービスプロバイダー事業拡大に向けた戦略的な

受注活動により生産性が向上したことや、プロジェクト管理の徹底など収益

の安定性を高める方策を講じてきた成果が表れてきたことが背景です。

　一方で、ITを活用した業務運用サービスを提供するビジネスサービスは利

益率が大幅に下がりました。これは証券総合サービスなどの新規事業立ち上

げに対する投資がまだ先行していることに加え、ハードベンダーやパッケージ

ベンダー向けのテクニカルサポートにおいて競争激化に伴う価格圧力が強

まっていることが響きました。2009年3月期にもBPOセンターの設立や営

業力強化のための投資を計画しているため、利益率向上には少し時間がかか

るかもしれません。しかしながら、ビジネスサービス市場は今後も拡大が予

想され、ここで積極的に投資しておくことが今後の成長を左右するとの考え

から、必要な投資については断行していく考えです。
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Answer 5

従来通りの事業運営を続けていては今後大きな成長は望めないと考え、

CSKグループはビジネスモデルを抜本的に変革しようとしています。目指し

ているのは「サービスプロバイダー型事業モデル」です。2005年から取り組

みを進めてきましたが、私はこの戦略に間違いはなかったと確信しており、

今はさらに自信を強めています。

　従来のシステム開発は、いわばフルオーダーメイドの洋服のようなもので

した。お客様の業務フローや商習慣に合わせてすべて特注でシステムをあつ

らえる。フルオーダーメイドの洋服が高価であるように、こうしたシステム開

発にも非常に時間と費用がかかります。そして費用は、オーダーごとにそれ

ぞれのお客様からいただく形になります。

　サービスプロバイダー型事業モデル実現への第一歩は、このフルオー

ダーメイドをパターンオーダーにしようというものです。基本となるパターン

を私たちはプラットフォームの共有化とか標準化と呼びますが、まずそれを

つくる。このプラットフォームに手を加えることで、それぞれのお客様のニー

ズを満たすシステムにしていきます。私たちからすると、いくつものシステム

を一から構築するのに比べて効率が良くなりますし、複数のお客様から少し

ずつ費用をいただけます。お客様からすると、フルオーダーメイドに比べて

コストが大幅に安くなり、構築にかかる時間も短縮化されます。双方にとって

メリットが大きいわけです。

Answer 6

CSKグループの目指すサービスプロバイダー型事業モデルは、「 ITプラット

フォームをベースに、専門性の高い周辺サービスを融合させたものであり、

特定業界・業務に特化することで業界標準型・業界横断型のサービスを創造

する」というものです。「単純に、ITシステムをプラットフォーム化し共同利用

を進める」という他社の取り組みとは、お客様の戦略に与える影響度におい

て全く異なるものです。

　ITシステムの提供だけでなく、業務サービスを融合させるという私たちの

目指す方向性こそが、新事業や新製品、新たなビジネスモデルの創造を迫ら

れるお客様の経営課題に柔軟に応えることができ、さらにはこれまでに必要

とされながらも存在していなかった新たなサービスの創造につながると考え

ています。

Question 5

CSKグループは以前から、情報サービス産業の

成熟化を指摘してきました。そしてその認識は今

や業界共通の認識になりつつあります。そのよう

な状況においてCSKグループの情報サービス事

業が成長軌道を描くためにどのような施策をお考

えですか。

Question 6

プラットフォーム化には他のITサービス企業も取

り組んでいます。CSKグループが目指すサービ

スプロバイダー型事業モデルにおいては何が変

わるのでしょうか。
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　これを行うためには、お客様の業界や事業内容、業務プロセスなどを把握

する必要があります。CSKグループは、長期の信頼関係で結ばれた強固な

顧客基盤を持ち、それぞれの業界・業務においてサービスを通じて経験やノ

ウハウを培ってきました。これは他社にはない私たちの強みです。テクノロ

ジーサービスとビジネスサービスを融合させ、複合的なサービス提供を実現

していくことが、CSKグループの情報サービス事業のさらなる成長を可能に

すると考えています。

　例えば、（株）CSKプレッシェンドは、サービスプロバイダーとしてのパイ

ロット事業と言えます。CSKプレッシェンドは（株）ゼイヴェル*との合弁で設

立した会社で、インターネットを通じたeコマースのフルフィルメントサービ

スを提供する事業を行っています。フルフィルメントというのは、商品の入

荷・受注・出荷から発送までのバックオフィス業務を指すのですが、そのよう

な業務サービスを、ITシステムやカスタマーサポート、データ分析などの IT

のプラットフォームと組み合わせて包括的に提供しています。まずファッショ

ン・アパレル業界向けサービスからスタートし、さまざまな業界向けのサービ

ス提供に向けて積極的な営業活動を進めています。

　私は「誰もやっていないサービスを、世の中で最初に提供することができ

る企業集団になろう」と社内で言っています。CSKグループはさまざまな事

業会社からなる企業集団ですから、それぞれの会社が得意とする業務領域や

機能を組み合わせることでお客様のニーズに応え、これまでになかったよう

な新しいサービスを提供できるはずだと考えているのです。

* 約720万人という日本最大級の女性読者を持つ携帯ポータルサイト「girlswalker.com」を運営。携帯、
PC、リアルイベントなどを融合したクロスメディア手法を駆使するファッションとビューティーの担い手。
2008年10月1日より（株）ブランディングに社名変更。

Answer 7

確かにCSKグループは情報サービス事業で大きくなった企業グループです。

しかしながら、私は「CSKグループの事業領域は情報サービスの枠にとらわ

れない」と明言しています。新しい事業機会が現れた時に、いち早く取り組

み、将来のためにいろいろな種をまこうと考えているからです。

　情報サービス産業が成熟化しているというのは、私が数年前から繰り返し

言ってきたことです。成熟した産業の中でこれまでと同じことを繰り返してい

たら収益の成長はないという強烈な危機感があるのです。だからこそ、情報

サービス事業においては、従来とは大きく異なるサービスプロバイダー型事

Question 7

情報サービス事業、金融サービス事業に加え、新

たに証券系ビジネスを3つ目の事業の柱にすると

いうことを打ち出されていますが、「CSKグルー

プは情報サービス産業の企業グループではない

のか」という戸惑いの声も聞かれます。社長はそ

うした疑問にどう答えますか。
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業モデルへの転換を加速させると同時に、他の事業分野においても、今すぐ

に収益にはつながらないとしても、将来大きく育つかもしれない芽をたくさ

ん育てておきたいのです。この危機感を共有していただける方には、私たち

の取り組みもご理解いただけるのではないかと思います。

　素材メーカーなどを見ると、50年前、100年前の創業時と現在では、相当

違うものをつくっている会社が存在します。社会の動き、市場環境、原料調

達事情などに合わせて、自分の事業を積極的に変革して新しい領域に事業を

広げ、変革を繰り返すことで発展していく。そういう企業から情報サービス

産業も学ぶべきだと私は考えているのです。2006年に設立した（株）

CSK-ISで始めている農業への取り組みや、遺伝子医療分野での研究者との

提携なども、将来のための種まきです。

　このような企業変革を遂行するためには、CSKグループ社員一人ひとりの

意識が何よりも重要になります。特にミドル層といわれる部長や課長たちが、

「本当に自分たちは変わっていくのだ」と思って動けば、組織全体が変わって

いく。グループの中でそういう社員が出てきている手応えのようなものを感

じ始めています。最初は小さな動きかもしれませんが、いったん動き出した

らあとは早いはずです。

Answer 8

株主や投資家の皆様が業績面での結果を求めるのは、当然のことです。私も

「そのうち出る芽もあるでしょうから、それまではただ我慢して長い目で見

守ってください」などと申し上げる気はありません。足元の業績と将来への布

石の両方を追求することが、経営者として私が果たさなければいけない務め

だと考えています。現在の株主の皆様からの期待に応える業績を出しなが

ら、長いスパンでCSKグループの将来に対する準備を行い、近い将来、株主

になられる皆様にもアピールしていかなければなりません。

　まずは、2009年3月期の増収増益という計画の達成を目指します。同時

に、サービスプロバイダー実現に向けた取り組みを進め、将来の成長可能性

を拡大していきますので、株主・投資家の皆様には、CSKグループの動向に

ぜひご期待いただきたいと思います。

Question 8

株主・投資家の視点から見ると、芽が出ないかも

しれない、もしくは育てるのに時間がかかる種ま

きよりも、早く結果を出してほしいという期待が

あるのではないかと思われますが。
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特集1：証券系ビジネスにおける取り組み
証券系ビジネスを本格的な
事業の柱に
CSKグループは、創業以来の事業の系譜である「情

報サービス」、不動産証券化事業の「金融サービス」

を収益の二本柱としてきました。そして今、グルー

プにおける証券系ビジネスを推進する体制が整いつ

つあることから、「証券系ビジネス」を本格的な事業

の柱とすべく取り組みを始めています。

CSKグループは証券系ビジネスとして、コスモ証券の証券事

業そのものに加え、その他のグループ会社による、証券会社設

立・運営コンサルティング、証券システム開発・運用、証券シス

テムASP、証券事務BPO、コンプライアンスサポート、テレ

マーケティング、金融情報配信サービス、投資信託委託業、投

資顧問業、商品企画・開発、ベンチャーキャピタル、バイアウト

ファンド、証券仲介業など、さまざまなサービスを提供してお

り、それらをトータルで推進するとともに、いろいろな施策を通

じて、新たなサービスの創造を図ります。

「ESTREX」　～証券系ビジネスを強力にサポートする次世代証券システム～
ESTREXは、証券総合サービスの重要なエンジンとなる次世代証券基幹システムです。標準パッケージの基本形が完成し、2008年5月に
第1号のお客様へのサービスがスタートしています。現在、制度変更を含む機能追加などを進めており、今後も機能拡充を継続して行って
いきます。
　その開発と並行して金融情報配信サービス「MarketViewer」の新エンジンへの切り替えを進めています。2009年末までには、二つの機
能を統合した新しいフロント・システムが完成する予定です。新しいフロント・システムは情報系の機能と発注系の機能を統合した、ハイブ
リッドなシステムになります。他ベンダーのユーザーでも採用しやすい、柔軟性の高いシステムとすることで、幅広いマーケティングが可能
となるだけでなく、お客様にとって純粋に使い勝手のよいシステムを選択できる機会を提供することが可能となります。

証券系ビジネスを第3の柱に

2005～ 2007

2本柱

情報サービス

金融サービス

2008～

3本柱

情報サービス

証券系ビジネス

金融サービス

中期（未来）

社会に必要とされる
新たなサービスの創造

Moving Toward a Stage 
of New Growth
CSKグループは、産業全体、社会全体の持続的発展を支え、社会に必要とされる新たなサービスを創造する

サービスプロバイダー企業グループを目指しています。

　本特集ではCSKグループの今後の成長に向けた取り組みとして、新たな事業の柱である「証券系ビジネス」の

概要と今後の展望、情報サービス事業におけるサービスプロバイダー実現に向けた具体的な取り組みをご紹介します。
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証券系ビジネスにおける今後の展望
コスモ証券の完全子会社化
CSKホールディングスは、2008年8月1日付けでコスモ証券を

完全子会社としました。

この完全子会社化はコスモ証券の経営状況を効率的かつ迅速

に改善するとともに、証券系ビジネスの新たな展開に向けて、こ

れまで以上にグループ連携を強化することを目的としています。

コスモ証券は関西を中心にした顧客基盤、約1.6兆円の預か

り資産、そして優秀な人材など多くの資産を保有しています。

しかしながら、サブプライムローン問題に端を発した資本市場

の混乱の影響を受けたことに加え、法人ビジネスの強化や人員

増など業容の急拡大により費用が大きく膨らんだことで、業績

低迷を招きました。すでに迅速な改善に向け、「強みであるリ

テール業務にフォーカス」する方針を打ち出しました。リテール

業務経験が豊富な新社長のもと、引受部門や法人部門を縮小

するとともに、新たな経営施策に取り組んでいます。

グループ一体となって証券系ビジネスを育成
今後はコスモ証券とCSKグループ各社との人的交流や経営資

源の相互活用を一層進めることで、証券系ビジネス拡大に向け

た事業戦略をともに推進していきます。コスモ証券が持つ機

能・リソース・業務ノウハウに、CSKグループの情報サービスお

よび証券系ビジネス関連のノウハウ・リソースを融合させること

で、証券会社はもちろん、証券事業を新たに始める企業向け

に、証券総合プラットフォームを提供していきます。

証券総合プラットフォームを構成する主なグループ会社
グループ一覧 主な事業内容

コスモ証券 証券事業
CSK-RB証券 地域金融機関向け証券事業
CSK証券サービス 証券システム開発、証券システムASP、金融情報配信サービス、証券事務BPO
CSKベンチャーキャピタル ベンチャーキャピタルファンド
CSKプリンシパルズ バイアウトファンド
プラザ アセット マネジメント 投資信託委託、投資顧問
プラザ キャピタル マネジメント 商品投資顧問
CSKマーケティング マーケティングサービス等
サービスウェア・コーポレーション プロセスサービス（BPO）、コミュニケーションサポート、データマネジメント等
CSK-ITマネジメント システム運用サービス、データセンターサービス

証券系ビジネスにおける展望

コスモ証券

証券取引所

エンドユーザ エンドユーザ証券会社等
金融機関

日本証券クリアリング機構 証券保管振替機構

グループの総合力を活かした証券総合プラットフォームの提供

イノベーション
業務

カスタマーリレーション業務

営業機能の一部 システム開発・運用
業務運用等

商品組成・
供給機能

リテールにフォーカス

CSKプリンシパルズ

プラザ キャピタル マネジメント

プラザ アセット マネジメント

CSKベンチャーキャピタル

CSK-RB証券

･･･

インフラ
管理業務

CSK-ITマネジメント
CSKマーケティング サービスウェア・コーポレーション

CSK証券サービス

特集:新たな成長ステージに向けて
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サービスプロバイダー実現に向けた取り組み
CSKグループは、2008年3月期に2度にわたりグループ再編

を実施しました。この再編によって、お客様のニーズや変化す

るマーケットに対して、グループが連携して柔軟にサービスを

提供する体制やグループの経営基盤が確立できたと考えてい

ます。

今後は、サービス提供分野を飛躍的に拡大するステージと位

置付け、テクノロジーサービスやビジネスサービスを総合的に

提供するだけでなく、構築したITプラットフォームに専門性の高

い周辺サービスを組み合わせた複合的なサービスを拡大する

ことで、ビジネスモデルの転換を加速させていきます。また同

時に、特定業界・業務向けサービスへの特化を進め、業界・業

務標準となる新しいビジネスを創造するなど、これらを複合し

たサービスを志向していきます。

具体的な施策
CSKグループはサービスプロバイダーの実現に向けて、具体

的な施策に取り組んでいます。「 IT事業の競争力の強化」と「専

門性の強化」については、IT事業における生産性・品質向上な

どの取り組みをさらに進化させるとともに、各グループ会社の

専門性について一層の深耕を図ります。また、保有資産やノウ

ハウの有効活用として「アセット（プラットフォーム）の構築や再

利用」を推し進めるとともに、社外とのコラボレーションを通じ

て「共同事業型サービスの展開」を推進していきます。

ITサービスはお客様の経営そのものを支える重要な役割を担う時代を迎え
たといえます。CSKグループはお客様の経営に貢献するサービスプロバイ
ダーとなり、お客様の真のパートナーとして、お客様とともに成長し、お客
様になくてはならない存在になることを目指しています。

特集2：情報サービス事業における取り組み
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IT事業の競争力の強化
業界再編に伴うシステム統合や、競争力強化を目指したシステ

ム再構築など、業種を問わず多くの企業が大規模なシステム開

発に取り組み、開発のための人材は極度に不足した状態が続い

ています。そのような中、開発リソース確保と開発コスト削減

を同時に実現する手段として、「オフショアやニアショアを活用

したリモート開発・保守」に企業からの注目が集まっています。

CSKグループは、オフショア開発に10年前から取り組んでお

り、中国の上海と杭州に拠点があります。またニアショア開発

においては、沖縄、福井、島根、岩手、大分、福岡、北海道を拠

点にした地域密着型のグループ会社を中心に展開しています。

さらにCSKグループでは、フレームワークファクトリ（ソフト

ウェアの生産工場）の活用を推進し、お客様の経営スピードに

対応できる、保守性を考慮した高品質なシステムを、より短納

期で安全にサービスインすることへのニーズに応えています。

オフショアやニアショアを活用したリモート開発・保守体制の強化
CSKグループでは、オフショアとニアショアを併用することでオフショアに起こりえるリスクを分散するとともに、それぞれの特長や強みを最
大限活かせるような開発分野を割り当てることで、安定したリソースの確保と品質・生産性の向上に努めています。
　2008年5月には、特に金融業界のお客様を対象に、FISC安全対策基準*に準拠したリモート開発センターを構築しました。リモート開発
センターがお客様とオフショアやニアショアをつなぐハブの役割を担うことで、開発業務プロセスの標準化やノウハウの蓄積・再利用の仕組
みが確立され、その結果、効果的な開発や保守が可能となります。
　今後、オフショアやニアショアの活用が大前提になるとの考えのもと、CSKグループ全体で組織的に拠点の活用を推進し、品質・生産性
のさらなる向上を目指していきます。

*  FISC安全対策基準（The Center for Financial Industry Information Systems）：（財）金融情報システムセンターが定める、金融情報システムに係る安全基準

フレームワークファクトリの活用推進
フレームワークファクトリを活用することの利点は、ゼロからシステムを構築する必要がないため、これまで蓄積してきた部品・コンポーネン
トを再利用し、高品質・短納期のシステム開発が可能になることです。またツールを活用することで、開発業務の標準化が進み、その結果、
属人性を排除した、均一化された保守性の高いプログラムを開発することが可能になります。CSKグループでは、このような特長が、文化
や地域性が異なることでシステム品質にばらつきが発生しがちなオフショア・ニアショア開発においては特に効果を発揮すると考えており、
今後の開発規模拡大を見据え、各拠点への導入を進めています。
　CSKグループでは、品質と生産性の一層の向上を図るべくファクトリ体制を強化し、グループ全体への展開を推進しています。

特集:新たな成長ステージに向けて
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専門性の強化
CSKグループが目指すサービスプロバイダーの実現には、お

客様の業界・業務を熟知するだけでなく、提供するそれぞれの

サービスや機能がお客様の競争優位を生み出すほど圧倒的な

専門性を持つこと、さらにはグループ内の各機能が密接に連携

し一体となって提供することが求められます。

CSKグループは、グループ内で分散していたリソースをテー

マ別・機能別に集約することを目的に、2008年3月期にテクノ

ロジーサービス分野とビジネスサービス分野のグループ再編を

行いました。グループ各社の役割を明確にし、事業領域を

フォーカスすることで、専門性のさらなる強化を図っています。

各社のサービスを組み合わせて提供する体制が整備されたこ

とで、より一層お客様のニーズや変化するマーケットに柔軟に

対応することが可能になりました。

アセット（プラットフォーム）の構築・再利用
特定の業界・業務標準となるサービスを提供するためには、そ

の市場においてNo.1となる競争力のあるアセット（プラット

フォーム）が必要不可欠です。そのため、CSKグループ内に蓄

積してきたアセットの棚卸および共有化を進めるとともに、既存

のアセットの強化に向け、継続的に戦略的投資を行っています。

さらに、今後大きな需要が見込める分野については、新規投資

を積極的に進めていく方針です。

競争力の高いプラットフォームに専門性の高い業務サービス

を融合させることで、新しいビジネスモデルの創造を迫られる

お客様の経営課題に柔軟に応えることができ、さらにはこれま

で必要とされながらも存在していなかった新たなサービスの創

造につながると考えています。

アセット（プラットフォーム）構築と再利用の一例

■   保険業務サービス（業務特化型アセット）
保険会社向けに金融商品の申込受付業務のサービスプラットフォームを構築し、金融業務センターにて業務サービスを提供しています。
同業務は保険に限らず、他の業界にも適用可能なプロセスであり、異業種への展開も進めています。

■ 文教向け業務支援サービス（業界特化型アセット）
大学向けに教務システム、学生向けサービス、授業料免除などの一連の業務をカバーするシステムを構築しています。将来的にはASPで
提供することを目指しています。

■ 次世代EDI*への取り組み（インフラ型アセット）
次世代EDIとは、流通業をはじめとした各業界で標準化作業が進められているインターネット技術を利用したEDIのことです。従来から提
供しているEDIサービスを次世代EDIに対応したサービスとして強化するとともに、業界・業務特化型ASPサービスや業務アウトソーシン
グと組み合わせた新しいサービスの創出を進めています。

* EDI（Electronic Data Interchange）：商取引に関する情報を標準的な書式に統一して、企業間で電子的に交換する仕組み
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共同事業型サービスの展開
̶社外とのコラボレーションを通じた事業領域の拡大―

CSKグループは、外部の新しい発想力やビジネスノウハウを積

極的に取り込み、自らが持つ経営資源と融合させることで、こ

れまでにない新サービスを創造し、新たな市場を開拓していく

ことに積極的に取り組んでいます。

昨年は、CSKグループと株式会社ゼイヴェル*とのコラボ

レーションにより、eコマース市場においてサービスプロバイ

ダービジネスの新たな芽が生まれました。私たちは、その芽を

着実に育てていくとともに、さらなる事業拡大に向けて社外企

業とのコラボレーションを推進し、新しいサービスの芽を生み

続けていきたいと考えています。
* 株式会社ゼイヴェル： 約720万人という日本最大級の女性読者を持つ携帯ポータル
サイト「girlswalker.com」を運営。携帯、PC、リアルイベントなどを融合したクロスメ
ディア手法を駆使するファッションとビューティーの担い手。2008年10月1日より株
式会社ブランディングに社名変更。

CSKプレッシェンド ～eコマースのサービスプロバイダー～
CSKプレッシェンドは、ネットやメディアを活用した通信販売の企画・ブランディングなどを提供しているゼイヴェル社とCSKホールディング
スの合弁会社です。同社はeコマース事業の一連のサービスを提供し、ネット通販への新規参入や既存事業者の成長をサポートしています。
　CSKグループのシステム開発、運用、BPOサービスにおけるナレッジ・インフラ基盤とゼイヴェル社が得意とするメディア媒体運営、STP

戦略（セグメンテーション・ターゲティング・ポジショニング）の立案機能などを組み合わせ、両社がWin-Winの関係を構築することを狙いと
して設立されました。
　CSKプレッシェンドは主に二つの事業を展開しています。一つ目がシステムサービスで、eコマースシステムのコンサルティングやシステ
ムASPサービスなどを提供します。もう一つが、入荷、コンテンツ管理、受注、出荷、物流、カスタマーサポート、データ分析などを行うフル
フィルメントサービスです。システムだけでなく、バックヤードのすべてのオペレーションを包括的に提供することができるのはCSKプレッ
シェンド独自のビジネスモデルであり、日本でも他に類を見ない新しいタイプのサービスです。
　2008年2月にはeコマース向け新システムが完成しました。これまでeコマースに最適化されたシステムは市場には存在していなかった
こともあり、課題を抱える企業から同社サービスに対する関心がますます高まっています。
　CSKプレッシェンドはファッション・アパレル業界向けサービスからスタートし、その独自のビジネスモデルを活用して、さまざまな業界向
けのサービス提供に向けて積極的な営業活動を進めています。

eコマース事業におけるフルフィルメントサービス

業務フローと各社の役割

コマース企画

お客様 CSKプレッシェンド

CSKグループ
システム開発・運用、BPO、コールセンター  等

■ ゼイヴェル　■ CSKプレッシェンド

自社サイト
girlswalker.com

ブランディング／コンサルティング／
ネットメディア運営／イベントプロデュース

ECコンサルティング／システムサービス
業務運用（BPO）／データ分析

イベント・メディア企画

商品選定（発注）

サイト制作 サイト運営

システムサービス

カスタマーサポート

入荷 コンテンツ
管理

受注 出荷 在庫管理 返品交換

データ分析

SP企画

コマース運営支援（システム／ BPO）

特集:新たな成長ステージに向けて
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CSKグループ事業概要

n 不動産証券化事業

n ベンチャーキャピタルファンド

n バイアウトファンド

n 投資信託委託、投資顧問

n 商品投資顧問

n コンサルティング

n システムインテグレーション

n ソリューションサービス（ERP／SCM／CRM）

n IT基盤構築

n インフラマネジメント

n ネットワーク運用監視

n 運用コンサルティング

n システム運用サービス

n データセンターサービス

n	業務コンサルティング

n	業務プロセス分析・設計

n	コンタクトセンターサービス

n	業務別BPOサービス

n	バックオフィスBPO

n	データ分析・マネジメント

n	検証サービス

n	ネットワークサービス

n	コンテンツサービス

n 証券事業

n 地域金融機関向け証券事業

n プリペイドカード事業

事業セグメントと事業分野（売上高構成比） 主な事業内容

テクノロジー
サービス

金融サービス関連
事業

18.5%

ビジネスサービス

金融サービス事業

証券事業

プリペイドカード
事業

情報サービス事業

81.5%
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CSKファイナンス（株）

CSKベンチャーキャピタル（株）

CSKプリンシパルズ（株）

プラザ アセット マネジメント（株）

プラザ キャピタル マネジメント（株）

（株）CSKシステムズ

（株）CSKシステムズ西日本

（株）CSKシステムズ中部

（株）JIEC

（株）CSIソリューションズ

（株）CSK Winテクノロジ

スーパーソフトウェア（株）

（株）福岡CSK

（株）北海道CSK

CSK SYSTEMS  

 （SHANGHAI） CO., LTD.

（株）CSK-ITマネジメント

（株）CSKシステムマネジメント

コスモ証券（株）

CSK-RB証券（株）

（株）クオカード

（株）サービスウェア・ 

 コーポレーション

（株）CSKコミュニケーションズ

（株）福井CSK

（株）島根CSK

（株）岩手CSK

（株）大分CSK

（株）北九州CSK

（株）CSKマーケティング

（株）CSK証券サービス

（株）ベリサーブ

（株）ISAO

ビジネスエクステンション（株）

（株）CSKプレッシェンド

CSK SYSTEM （DALIAN）  

 Co., LTD.

（株）CSKアドミニストレーション 

 サービス
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n 不動産証券化事業

n ベンチャーキャピタルファンド

n バイアウトファンド

n 投資信託委託、投資顧問

n 商品投資顧問

n コンサルティング

n システムインテグレーション

n ソリューションサービス（ERP／SCM／CRM）

n IT基盤構築

n インフラマネジメント

n ネットワーク運用監視

n 運用コンサルティング

n システム運用サービス

n データセンターサービス

n	業務コンサルティング

n	業務プロセス分析・設計

n	コンタクトセンターサービス

n	業務別BPOサービス

n	バックオフィスBPO

n	データ分析・マネジメント

n	検証サービス

n	ネットワークサービス

n	コンテンツサービス

n 証券事業

n 地域金融機関向け証券事業

n プリペイドカード事業

売上高／売上高営業利益率セグメント別売上高の割合主な事業会社

9.1%

8.4%

81.5%

1.0%

 売上高
 売上高営業利益率

（億円） （%）

（億円） （%）

（億円） （%）

（億円） （%）
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事業概況

産業全体、社会全体の持続的発展を支えるサービスプロバイダーへ

ITはネットワークの広がりにより、企業活動だけでなく、個人の生活空間にまで入り込

み、さらには自動車や携帯電話を含む情報機器まで行き渡ることで、地球規模のイン

フラストラクチャーとなりました。ITがインフラ化したことにより、企業のニーズはIT

そのものから、「 ITと業務プロセスやオペレーションをどのように融合させれば、既存

のビジネスプロセスを大きく超える生産性を実現できるのか」、「圧倒的な優位性を構

築できる差別化されたビジネスモデルを確立することができるのか」など、より経営戦

略に密着した領域にまで範囲が広がりつつあります。

このような ITと業務プロセスの融合は、生産性を高めるだけでなく、新たなビジネ

スモデルの創出などのイノベーションを伴うことも多く、お客様からのニーズは非常

に強いものがあります。しかし、それをサポートできる情報サービス企業は限られま

す。なぜなら、ITと業務プロセスを成功裏に融合させるには、お客様の業務に関する

深い知識が必要であり、それは実際の業務を行うことでのみ得られるものだからです。

CSKグループは長年にわたって培ってきたプロジェクトマネジメントのノウハウと高

い技術力、さらには、バックオフィス業務サービスを通じて蓄積したお客様の業界や業

務に関する知識やノウハウを持っています。お客様のニーズに合わせて、テクノロジー

サービス、ビジネスサービスそれぞれのサービス領域での高い専門性を融合させる

ことで、従来の ITサービスの枠を超えた新しいサービスの創造を目指しています。

CSKグループは、グループが持つ業務ノウハウを最大限に活用し、個別企業に対

するサービスの提供だけでなく、産業全体をターゲットとしてとらえて、お客様、産業

全体、社会の持続的な発展を支えるサービスプロバイダーへと事業の転換を図って

います。

IT Services Business
情報サービス事業
今日ITは、個人の生活や社会・経済活動のあらゆる場面において重要な機能を持ち、さらに新たな役割を果たすこ

とが期待されるようになっています。こうした期待に応えるべく、CSKグループは高度な技術力と深い業務知識を

活かし、ビジネスモデルの変革を推し進めています。
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CSKグループが目指す「サービスプロバイダー型事業モデル」

CSKグループは、情報サービス産業は成熟化しつつあり、システム開発を中心とする

従来型のビジネスモデルでの成長は限界に近づいていると考えています。循環的な

IT投資需要の高まりはありますが、中期的にはオフショアプレーヤーの市場参入など

グローバル化が加速し、恒常的な価格圧力となると見られます。さらに企業の ITシス

テムの「所有」から「利用」への気運が一層高まることで、技術者の数に業績が連動す

るこれまでの成長モデルでは、収益拡大を実現することが難しいだけではなく、経営

リスクともなりうるとCSKグループでは考えています。

CSKグループでは、このような環境の中、サービスプロバイダー型事業モデルへと

ビジネスモデルの変革を進めています。サービスプロバイダー型事業モデルは、ITプ

ラットフォームをベースに、専門性の高い周辺サービスを融合させたものであり、

従来のフロー型からストック型への収益モデルの転換を進めることに加え、特定業界・

業務に特化することで業界標準型・業界横断型のサービスを創造することを目指して

います。

事業モデルの転換を可能とするCSKグループの強み
この新たな事業モデルへの転換を可能にするのは、従来培ってきたCSKグループな

らではの強みや独自性です。長期の信頼関係で結ばれた強固な顧客基盤を持ってい

ることに加え、グループ各社がさまざまな分野における得意な領域を持ち、業務運用

分野にITのノウハウを適用する能力および実績を持ち合わせていること、また、優位

性のあるコンタクトセンター事業からのサービスの展開力などが、CSKグループが

サービスプロバイダー型事業モデルへと転換を果たすための源泉となっています。

サービスプロバイダー型事業モデルは、ストック型のビジネスモデルであるために、損

益分岐点を超えてからの収益性は非常に高くなりますが、その実現までに数年を要し、

初期のキャッシュアウトが大きいという特徴があります。また、このモデルでは規模の経

済が働くため、いち早く事業を立ち上げて、規模を迅速に拡大することが重要です。

CSKグループはその資金力を活かし、他社に先駆けサービスプロバイダー型事業モデ

ルへの転換を推進することで、長期にわたる優位性を確立することを目指しています。

従来型事業モデル サービスプロバイダー型事業モデル

サービス領域 ITの技術力そのものを提供 ITを活用したさまざまなサービス

サービス形態 顧客別カスタムメイド 共通プラットフォームサービス

契約形態 短期契約 中長期契約

収益モデル サービス売り切り型 累積的サービス提供型

先行投資額 小 大

成功モデル 顧客密着型付加価値サービス 規模の経済による低コストサービス

従来型事業モデルとサービスプロバイダー型事業モデル
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2008年3月期の概況

2008年3月期のテクノロジーサービス

は、売上高1,449億円（前期比1.2%増）、

営業利益128億円（前期比50.6%増）と

なりました。機器販売は減収となりまし

たが、金融・保険業向けのシステム開発

が大きく拡大したことに加え、製造業向

けシステム開発が好調に推移しました。

具体的には銀行の合併に伴うシステム統

合プロジェクトや生損保向けシステム再

構築プロジェクトが大きく貢献しました。

金融業界においては引き続き複数の大

型プロジェクトが控えており、期末受注

残高は前期比20%増と大きく拡大して

います。

営業利益率は前期の5.9%から8.8%

へと大幅に改善しました。これは付加価

値の高いサービスの売上比率が高まった

ことや、サービスプロバイダー事業拡大

に向けた戦略的な受注活動による生産性

の向上に加え、プロジェクト管理の徹底

など収益の安定性を高める方策を講じて

きた成果が表れてきたことが要因です。

2009年3月期の見通し
原油高や円高などに伴う経営環境の悪

化が一部の企業に影響を及ぼし始めまし

たが、金融機関の競争力強化に向けた

投資やコスト削減のための投資に加え、

制度改正対応やセキュリティ強化のため

の投資は続く見通しです。サービスプロ

バイダー型事業モデルへの転換を目指

したサービス提供プラットフォームの構

築など、新規事業拡大に向けた先行投資

を継続するとともに、オフショア・ニア

ショアおよびフレームワークファクトリな

どを活用した生産性向上施策を推進して

いきます。

Technology Services
テクノロジーサービス
ITシステムは業務効率化やコスト削減の手段の一つという位置付けから、いまや経営

改革やビジネス戦略実現のために不可欠な経営リソースとなりました。その活用いか

んで企業の将来が左右されることもあり、企業にとってそのパートナー選びはますま

す重要な課題になっています。CSKグループは、各業界を代表する企業向けに長年

サービスを提供しており、その実績に裏付けられた高度な技術力や専門性に基づき、

お客様企業へのコンサルティングから、システム開発、運用まで、ITシステムにかか

わる総合的なサービスを提供しています。

■ 売上高
■ 売上高営業利益率

■ 金融・保険等
■ 電気・精密
■ 商社・卸売業・小売業
■ サービス
■ 通信
■ 輸送用機器・機械

■ 化学・医薬品
■ その他製造
■ 運輸・旅行
■ 建設
■ その他
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2008年3月期の概況

2008年3月期のビジネスサービスは、

売上高536億円（前期比5.3%増）となり

ました。デジタル家電やITS*分野向けの

製品検証サービスを提供するベリサーブ

が、組み込みソフトウェアの複雑化・大規

模化を背景に過去最高の売上・利益を達

成するなど順調に推移したことに加え、

新規事業としてスタートしたファッション

業界向け通信販売フルフィルメントサー

ビスの貢献により増収となりました。な

お、ベリサーブは2007年12月に東証一

部に市場変更しました。

一方、営業利益は26億円（前期比

58.1%減）となりました。テクニカル

サポートにおいて、ベンダー間の競争が

激化し価格圧力が強まったことに伴い、

収益の伸びが鈍化したことに加え、証券

業務向けASPに関しても、サブプライム

ローン問題の影響による市況の悪化か

ら株式売買高が減少したことが響きまし

た。また、新規事業の立ち上げに関する

費用や事業規模拡大に向けた営業力強

化のための投資が増加したことも減益要

因となりました。

*高度道路交通システム

2009年3月期の見通し
通信販売フルフィルメントサービスは、

企業からの問い合わせも多く、引き続き

堅調の見込みです。また、テクニカルサ

ポートは、ハイエンドのデジタル家電に

対するサポートの拡充や、高度な専門知

識を有するオペレーターを活かしたヘル

プデスク機能の提供に注力し、新規顧客

の獲得を図ります。より一層の事業拡大

に向け、営業体制の強化や技術者の増

員を積極的に行うとともに、2008年5月

よりサービス提供を始めた新証券システ

ム「ESTREX」の拡充を図っていきます。

Business Services
ビジネスサービス
CSKグループのビジネスサービスは、セールスサポートやテクニカルサポートなどコ

ンタクトセンターを活用したBPOサービス、デジタル家電などのシステム検証サー

ビス、証券業向け証券総合サービスに加え、これから積極的に取り組もうとしている

新規サービスなどから構成されています。

　いずれもITを積極的に活用したプラットフォームをベースにしたサービスであり、

そのため、複雑な業務プロセスを、高い品質と生産性を実現しながら、包括的に請け

負えることが特長です。特にテクニカルサポートには定評があり、主要なお客様が顧

客満足度No.1を何度も獲得するなど、世界有数のハードウェアおよびソフトウェアベ

ンダーから厚い信頼を集めています。
■ 売上高
■ 売上高営業利益率

■ 金融・保険等
■ 電気・精密
■ ソフトウェアベンダー
■ サービス
■ 輸送用機器・機械
■ 商社・卸売業・小売業

■ 通信
■ 化学・医薬品
■ その他製造
■ 建設
■ その他
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金融サービス事業では、不動産の証券

化事業を中心に、ITやバイオ分野を対象

とするベンチャーキャピタル事業などの

投資事業や投資信託などの資産運用事

業を行っています。不動産の証券化事業

においては、多様な不動産マーケット（オ

フィスビル、ホテル、商業施設など）にお

いて割安な案件の発掘、取得を行い、案

件ごとの特性を活かした収益向上策をと

ることにより、投資収益の極大化を図っ

ています。

2008年3月期は、サブプライムローン

問題の影響から信用収縮が発生し、特に

2月後半から3月にかけて、不動産関連ビ

ジネスに対する金融機関の融資姿勢が急

激に変化しました。このため、期末に見

込んでいた収益の取り込みが2009年3

月期になり、結果として売上高は前期比

18.7%減の203億円、営業利益が同

17.4%減の130億円となりました。

2009年3月期についても、当面は引

き続き不透明な市場環境が想定されま

す。そのため、財務的に流動性を重視し

たオペレーションにより、保有案件の売

却を進め、資産残高を縮小させていきま

す。今後も金融サービス事業を収益の

柱として推進する考えであり、投資は優

良大型案件にターゲットを絞り込み、慎

重なデューディリジェンスを行った上で

実行していきます。

Financial Services Business
金融サービス事業

Financial Services  
Related Business
金融サービス関連事業
金融サービス関連事業は、不動産の証券化を中心とする金融サービス事業、証券事業、プリペイドカード事業の3

つの事業で構成されています。

　金融サービス関連事業を取り巻く環境は、短期的には米国のサブプライムローン問題に端を発する市況悪化など

の影響がありますが、中期的には規制緩和や制度改正などにより新たな事業機会が現れると見られます。それらの

機会をとらえ、迅速に事業化を進めるとともに、新しいサービスや事業モデルの創出を図っていきます。

　CSKグループの収益構造を多様化させることで、事業環境の変化による収益の振れを軽減するとともに、リスク

管理を徹底することで、安定的な収益基盤化を目指します。

■ 売上高
■ 売上高営業利益率
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証券事業は、CSKグループの中で、関

西地域において強固な顧客基盤を有す

るコスモ証券を中心として行っている事

業です。

2008年3月期はサブプライムローン

問題に端を発した資本市場の混乱によ

り、委託手数料や引受・売出手数料が減

少したことに加え、販売費・一般管理費

が増加し、営業収益は前期比10.2%減

の221億円、営業損失が40億円という

結果になりました。近年、法人ビジネス

の強化や人員増など業容の急拡大により

費用が大きく膨らんでおり、結果的に大

幅な赤字決算につながりました。

こうした状況を受け、CSKホールディ

ングスは2008年8月1日をもってコスモ

証券を完全子会社化することを決定しま

プリペイドカード事業では、全国約36,000

店舗で使用できる「QUOカード」の発

行・精算業務や、カードシステムの開発・

販売などを行っています。

2008年3月期には、書店・サービス業

などの新たな業種への導入や販路の開拓

を進め、株主優待や販売促進用ギフトの

販売量を増加させました。しかし、大手コ

ンビニエンスストアが類似した電子マ

ネーカードを発行したこと、また機器の入

替需要が一段落したことなどから、売上

高は前期比35.2%減の24億円となりま

した。これまでの事業の方向性を転換し、

引受部門や法人部門を縮小するととも

に、人材配置も見直し、本来の強みであ

るリテール業務にフォーカスした証券会

社として再起を図ります。さらに同社を、

情報サービス事業、金融サービス事業に

続く、第3の事業の柱としてCSKグルー

プが本格的に取り組む「証券系ビジネス」

の主要会社の一つと位置付け、CSKグ

ループ各社との連携を積極的に強化しな

がら、事業戦略を推進していきます。

した。ギフト利用の堅調な推移や費用削

減効果などにより、利益がやや回復した

ものの、営業損失は1億円となりました。

Securities Business
証券事業

Prepaid Card Business
プリペイドカード事業

■ 売上高
■ 売上高営業利益率

■ 売上高
■ 売上高営業利益率
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CSKグループの歩み

全体 情報サービス 証券系ビジネス 金融サービスほか サステナビリティ関連テクノロジーサービス ビジネスサービス

1968

大阪市中央区北浜にコンピューターサー
ビス（株）（現社名（株）CSKホールディング
ス）を設立

情報サービス事業を開始
̶システム開発サービス
̶システム運用サービス
̶機器販売・保守

1977 本社を東京都新宿区に移転
1980 店頭銘柄として登録

1982 東京証券取引所市場第二部に株式上場 データベース事業を開始
̶ビジネスエクステンション（株）設立

1983
データエントリー等業務サービスを提供開始
̶アイ・エヌ・エス（株）（現社名（株）サービスウェア・コー
ポレーション）を住友信託銀行（株）との合弁で設立

1984
ネットワーク事業を開始
̶共同VAN（株）を設立（現在は（株）CSKシステム
ズに吸収合併）

1985 東京証券取引所市場第一部に指定替え 日本アイ・ビー・エム（株）との合弁で（株）JIECを設立

1986 情報通信分野における研究助成を目的に（財）大川
情報通信基金を設立

1987
（株）CSKに社名変更 プリペイドカード事業を開始

̶日本カードセンター（株）（現社名（株）クオカード）
を設立

1988 CSK情報教育センター竣工
1989 テレマーケティング事業を開始

1991 ベンチャーキャピタル事業を開始
̶CSKベンチャーキャピタル（株）

1992 重度障がい者の雇用企業として、第3セクター方式
の東京グリーンシステムズ（株）を設立

1994 ヘルプデスクサービスを提供開始
1995 テクニカルサポートサービスを提供開始

1996
システム開発におけるオフショア事業を開始
̶CSK SYSTEMS (SHANGHAI) CO., LTD.を設立
ネットワークインテグレーション事業を開始

1998
地方展開型コンタクトセンター事業を開始
（̶株）CSKコールセンター沖縄 
（現社名（株）CSKコミュニケーションズ）を設立

証券分野向けITサービス事業強化
̶日本フィッツ（株）を設立（現在は（株）CSKシステ
ムズに合併）

2001

製品検証事業の拡大
（̶株）ベリサーブを設立

関西文化学園都市内に、当社創業者 故・大川功の
「こどもたちが情報社会の創造を先導していく」とい
う考えを実現・継承する研究施設として大川セン
ターを開設
未来を担うこどもたちの「考える」力を育むCAMP
の活動を開始

2002

日経平均株価（日経225）の構成銘柄に選定 ITアウトソーシング事業拡大に向けてCSK eサービ
スデータセンター（千葉県印西市）を設置

証券システムASPサービス・証券事務BPOを提供
開始
金融情報配信サービスを提供開始
「̶MarketViewer」サービス

2003

経営機構改革を実施
̶取締役会改革や執行役員制度導入など
本社移転
̶本社を東京都港区に移転

BPOにおけるオフショア事業を開始
̶CSK SYSTEMS (DALIAN) Co., LTD.を設立

不動産の証券化事業を開始
̶CSKファイナンス（株）

2004

マーケティングに重点を置いたコンタクトセンター
事業を開始
（̶株）CSKマーケティングを設立
シェアードサービスを提供開始
（̶株）CSKビジネスサービス（現社名（株）CSKア
ドミニストレーションサービス）を設立

証券事業を開始
̶コスモ証券（株）に資本参加
プリンシパル事業を開始
̶CSKプリンシパルズ（株）を設立

2005

ホールディングス体制へ移行
（株）CSKホールディングスに社名変更

投資信託業・投資顧問業を開始
̶プラザ アセット マネジメント（株）を取得
証券事業向けサービス強化
（̶株）CSK証券サービス事業開始

東京グリーンシステムズ（株）と連携して花卉の栽培
や販売・レンタルを行う（株）CSKグリーンサービス
を設立

2006 ITアウトソーシング事業拡大に向けてCSK三田セン
ター（兵庫県三田市）を設置

サステナビリティを実現するための研究活動を行う
シンクタンクとして（株）CSK-ISを設立

2007

テクノロジーサービス分野グループ再編
̶専門性追求・競争力強化
̶グループ一体経営の推進

eコマース事業向けサービスを提供開始
（̶株）ゼイヴェルとの合弁で、（株）CSKプレッシェ
ンドを設立

地域金融機関向け証券事業を開始
̶CSK-RB証券（株）を設立
商品投資顧問事業を開始
̶光陽投資顧問（株）（現社名プラザ キャピタル 
マネジメント（株））を取得

研究活動やグリーンビジネスの生産拠点、社員研修
施設として東京都多摩市にCSK多摩センターを竣工
農業事業への取り組みを開始
（̶株）CSKアグリコールを設立

「サステナビリティの夢に向かって」をテーマに国際
シンポジウムを開催

2008

ビジネスサービス分野グループ再編
̶専門性追求・競争力強化
̶グループ一体経営の推進

新証券システム「ESTREX」提供開始
証券系ビジネスを第3の事業の柱にする一環として
コスモ証券（株）を完全子会社化
（株）CSK-IS内に「金融経済研究所」を設置
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全体 情報サービス 証券系ビジネス 金融サービスほか サステナビリティ関連テクノロジーサービス ビジネスサービス

1968

大阪市中央区北浜にコンピューターサー
ビス（株）（現社名（株）CSKホールディング
ス）を設立

情報サービス事業を開始
̶システム開発サービス
̶システム運用サービス
̶機器販売・保守

1977 本社を東京都新宿区に移転
1980 店頭銘柄として登録

1982 東京証券取引所市場第二部に株式上場 データベース事業を開始
̶ビジネスエクステンション（株）設立

1983
データエントリー等業務サービスを提供開始
̶アイ・エヌ・エス（株）（現社名（株）サービスウェア・コー
ポレーション）を住友信託銀行（株）との合弁で設立

1984
ネットワーク事業を開始
̶共同VAN（株）を設立（現在は（株）CSKシステム
ズに吸収合併）

1985 東京証券取引所市場第一部に指定替え 日本アイ・ビー・エム（株）との合弁で（株）JIECを設立

1986 情報通信分野における研究助成を目的に（財）大川
情報通信基金を設立

1987
（株）CSKに社名変更 プリペイドカード事業を開始

̶日本カードセンター（株）（現社名（株）クオカード）
を設立

1988 CSK情報教育センター竣工
1989 テレマーケティング事業を開始

1991 ベンチャーキャピタル事業を開始
̶CSKベンチャーキャピタル（株）

1992 重度障がい者の雇用企業として、第3セクター方式
の東京グリーンシステムズ（株）を設立

1994 ヘルプデスクサービスを提供開始
1995 テクニカルサポートサービスを提供開始

1996
システム開発におけるオフショア事業を開始
̶CSK SYSTEMS (SHANGHAI) CO., LTD.を設立
ネットワークインテグレーション事業を開始

1998
地方展開型コンタクトセンター事業を開始
（̶株）CSKコールセンター沖縄 
（現社名（株）CSKコミュニケーションズ）を設立

証券分野向けITサービス事業強化
̶日本フィッツ（株）を設立（現在は（株）CSKシステ
ムズに合併）

2001

製品検証事業の拡大
（̶株）ベリサーブを設立

関西文化学園都市内に、当社創業者 故・大川功の
「こどもたちが情報社会の創造を先導していく」とい
う考えを実現・継承する研究施設として大川セン
ターを開設
未来を担うこどもたちの「考える」力を育むCAMP
の活動を開始

2002

日経平均株価（日経225）の構成銘柄に選定 ITアウトソーシング事業拡大に向けてCSK eサービ
スデータセンター（千葉県印西市）を設置

証券システムASPサービス・証券事務BPOを提供
開始
金融情報配信サービスを提供開始
「̶MarketViewer」サービス

2003

経営機構改革を実施
̶取締役会改革や執行役員制度導入など
本社移転
̶本社を東京都港区に移転

BPOにおけるオフショア事業を開始
̶CSK SYSTEMS (DALIAN) Co., LTD.を設立

不動産の証券化事業を開始
̶CSKファイナンス（株）

2004

マーケティングに重点を置いたコンタクトセンター
事業を開始
（̶株）CSKマーケティングを設立
シェアードサービスを提供開始
（̶株）CSKビジネスサービス（現社名（株）CSKア
ドミニストレーションサービス）を設立

証券事業を開始
̶コスモ証券（株）に資本参加
プリンシパル事業を開始
̶CSKプリンシパルズ（株）を設立

2005

ホールディングス体制へ移行
（株）CSKホールディングスに社名変更

投資信託業・投資顧問業を開始
̶プラザ アセット マネジメント（株）を取得
証券事業向けサービス強化
（̶株）CSK証券サービス事業開始

東京グリーンシステムズ（株）と連携して花卉の栽培
や販売・レンタルを行う（株）CSKグリーンサービス
を設立

2006 ITアウトソーシング事業拡大に向けてCSK三田セン
ター（兵庫県三田市）を設置

サステナビリティを実現するための研究活動を行う
シンクタンクとして（株）CSK-ISを設立

2007

テクノロジーサービス分野グループ再編
̶専門性追求・競争力強化
̶グループ一体経営の推進

eコマース事業向けサービスを提供開始
（̶株）ゼイヴェルとの合弁で、（株）CSKプレッシェ
ンドを設立

地域金融機関向け証券事業を開始
̶CSK-RB証券（株）を設立
商品投資顧問事業を開始
̶光陽投資顧問（株）（現社名プラザ キャピタル 
マネジメント（株））を取得

研究活動やグリーンビジネスの生産拠点、社員研修
施設として東京都多摩市にCSK多摩センターを竣工
農業事業への取り組みを開始
（̶株）CSKアグリコールを設立

「サステナビリティの夢に向かって」をテーマに国際
シンポジウムを開催

2008

ビジネスサービス分野グループ再編
̶専門性追求・競争力強化
̶グループ一体経営の推進

新証券システム「ESTREX」提供開始
証券系ビジネスを第3の事業の柱にする一環として
コスモ証券（株）を完全子会社化
（株）CSK-IS内に「金融経済研究所」を設置
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CSKグループとサステナビリティ（社会の持続的発展）

企業とは、社会が必要とする基盤や仕組み、製品、サービスを

創造し、それらを提供するものであるとCSKグループではとら

えています。その意味で、企業は社会のものであり、社会と調

和し、広く社会の発展に貢献することができなければ存在価値

はありません。このような観点から、「会社は社会と『ともに』あ

る」という考え方を大切にし、事業活動を通じて、この考えを実

践することがCSKグループの社会的責任であり、社会の持続

的な発展につながるものと考えています。

さらに、企業経営とは、単に効率性を追求するだけでなく、

社員の人間性を開発し、社会性を高めていくものでなくてはな

りません。社員が仕事に対する喜びや誇りを持ち、業務を通じ

た自己成長を実感することで、会社に対する信頼感が生まれま

す。会社は社員の成長により、かつて存在していなかった創造

的なサービスを提供することが可能となり、結果的に社員も、

会社も、社会とともに成長することができるのです。

CSKグループは社会の一員として、お客様をはじめ、株主

様、お取引先、社員、地域社会などすべてのステークホルダー

との直接的なかかわりにおいて、責任ある存在として役割を果

たし、健全で透明性の高い経営を通じて、持続可能な社会の発

展に貢献していきます。そのことが、社会の信頼を得ることや

社会から必要とされる存在となることにつながり、結果的に

CSKグループの持続的成長につながるものと考えているから

です。CSKグループは、企業が本来果たすべき義務や役割を

地道に追求し続けることで、「持続可能な社会」と「持続可能な

CSKグループ」の実現を目指します。

国連グローバル・コンパクトに賛同
サステナブルな社会の実現に貢献し、社会が必要とするサー
ビスを提供することを目指すCSKグループは、国連の提唱
するグローバル・コンパクトに賛同しています。

「グローバル・コンパクト」の10原則
■ 人権
 ・  企業はその影響の及ぶ範囲内で国際的に宣言されてい
る人権の擁護を支持し、尊重する。

 ・  人権侵害に加担しない。

■ 労働
 ・  組合結成の自由と団体交渉の権利を実効あるものに
する。

 ・  あらゆる形態の強制労働を排除する。
 ・  児童労働を実効的に廃止する。
 ・  雇用と職業に関する差別を撤廃する。

■ 環境
 ・  環境問題の予防的なアプローチを支持する。
 ・  環境に関して一層の責任を担うためのイニシアチブを
とる。

 ・  環境にやさしい技術の開発と普及を促進する。

■ 腐敗防止
 ・  強要と賄賂を含むあらゆる

形態の腐敗を防止するため
に取り組む。

グリーンIT推進協議会に入会
2008年2月1日、経済産業省は環境保護と
経済成長が両立する社会の実現に向けて「グ
リーンITイニシアティブ」を提唱し、この具体
的な取り組みを推進するため、産官学のパー
トナーシップによる「グリーンIT推進協議会」
を設立しました。
　グリーンIT推進協議会は、経済産業省が提唱するグリーン
ITイニシアティブの一環として、さらなる「 ITの省エネ」と「 IT
による省エネ」の実現に向け活動しています。
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コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンスの基本的な考え方

CSKグループは、「社会に必要とされる新たなサービスの創

造」、「経営の透明性確保」、「サステナビリティ（社会の持続的

発展）への取り組み」を中長期的な取り組みと位置付けていま

す。これらの取り組みへの前提として、CSKグループでは、次

のような透明性および実効性の高いコーポレート・ガバナンス

体制を構築しています。

ホールディングス体制

グループ経営の管理・監督機能と事業執行機能を分離すること

により透明性の高いグループ経営を実現するとともに、事業戦

略にかかわる意思決定の迅速化および管理・監督機能、業務執

行機能のさらなる強化を図っています。

グループ経営体制
■  グループ各社の代表者が参加する会議体の定期的な開催を

通じ、CSKホールディングスと各事業会社あるいは各事業会

社間でのコミュニケーションの活性化や事業上の連携を強化

しています。
■  グループ各社による業績報告会、幹部社員が一堂に会する会

議体、実務責任者が参加する連絡会議などの開催を通じ、

経営方針の浸透、情報の収集・連携を図り、柔軟で機動的な

経営体制を確立しています。

内部統制システム

会社法にかかる内部統制システムと並行して、金融商品取引法

に基づく「財務報告に係る内部統制システム」および株式会社

東京証券取引所の規則に基づく「適時開示に係る内部体制」に

ついても、グループとして体制の整備・運用を実施しており、こ

の3つの「内部統制システムおよび体制」の適切な整備・運営を

通じて、より透明性の高いグループ経営の実現を目指します。

取締役会
■  取締役6名のうち2名を社外取締役とすることで、監督機能の強

化と経営判断に多様な視点、客観的な視点を導入しています。
■  取締役会は、毎月の定期的な開催に加え、必要に応じ臨時取

締役会を開催し、機動的運営を実施しています。

監査役会
■  監査役4名のうち3名を社外監査役とすることで、経営の透明

性の確保や経営に対する監視・監査機能を充実させています。
■  グループ監査役連絡会を定期的に開催し、グループとしての

監査機能を強化しています。

ディスクローズ方針

透明性の高いグループ経営の実現を目指して、ディスクロー

ジャー・ポリシーを制定し、株主・投資家の皆様をはじめあらゆ

るステークホルダーに対し、重要な情報を公平に、適時・適切に

開示するなどの基本姿勢を公表しています。

コーポレート・ガバナンスの体制

株主総会

CSKホールディングス

選任・解任選任・解任
選任・解任

連携

監督・監査

監督・教育啓発

グループ会社

グループ監査役連絡会 監査室

内部者取引防止委員会

監査連携

グループ社長連絡会

取締役会監査役会

グループ会社グループ会社

弁護士

グループ会社 グループ会社 ・・・・・・・

会計監査

リスク・コンプライアンス委員会
ヘルプライン（社内・社外）

CSKグループ企業行動憲章
CSKグループ役員社員行動基準

監査法人
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コンプライアンス

CSKグループでは、グループの役員・社員一人ひとりが、法令

の遵守はもちろん、高い倫理観と使命感を持って業務を遂行す

ることを徹底しています。グループ各社にはコンプライアンス

委員会を設置し、各社におけるコンプライアンスを推進する組

織体制を整備するとともに、グループ全体を対象とするCSKグ

ループ企業行動憲章やグループ情報セキュリティ基本方針など

■   CSKグループ企業行動憲章／CSKグループ役員社員
行動基準

■   グループ共通の組織体制
 ・  コンプライアンス委員会の設置
 ・  コンプライアンス担当役員・コンプライアンス推進担当
部門の設置

■   グループ共通のコンプライアンス関連規程類
 ・  グループ情報セキュリティ基本方針、グループ情報セ
キュリティ基準

 ・ インサイダー取引防止規程
 ・ コンプライアンス規程　など

■   グループヘルプライン制度（内部通報受付制度）
 ・ グループ内受付窓口（CSKホールディングス内）の設置
 ・ グループ外受付窓口（社外弁護士事務所）の設置

■   より高いコンプライアンス実現に向けた活動
 ・ グループコンプライアンス方針の決定
 ・ グループ共通の定期的なコンプライアンス教育の実施
 ・  グループ社員全員を対象としたコンプライアンス意識調
査の実施

を定めています。また事業年度ごとにコンプライアンスについ

てのグループ共通の取り組み方針を決定し、共通教育を実施す

るなど、グループ全体で啓発活動を推進しています。

さらに毎年グループ全社員を対象にコンプライアンスに関す

る意識調査を実施し、より高いレベルのコンプライアンスの実

現に向けた改善活動を展開しています。

CSKホールディングス

報告

報告

取締役会

コンプライアンス
推進担当部門

リスク・コンプライアンス委員会

社外弁護士

グループヘルプライン
［グループ内受付窓口］

グループヘルプライン
［グループ外受付窓口］

リスク・コンプライアンス担当役員
（委員長）

CSKグループ各社

報告、相談・指導

報告

取締役会

役員・社員

コンプライアンス
推進担当部門

コンプライアンス委員会

コンプライアンス担当役員
（委員長）

連携連携

通報・相談

通報・相談
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人材マネジメント

CSKグループの人材マネジメントに対する考え方

CSKグループは、人材育成・開発を重要な経営テーマととら

え、その取り組みを積極的に進めてきました。自らの能力や可

能性を伸ばしたいという社員一人ひとりの成長意欲が会社の持

続的成長を支え、仕事を通じて能力を発揮することが社員の自

己実現につながると考えています。

そのような考えのもと、「自己成長を促す企業風土」「人が人

を育てる組織づくり」を進めるとともに、社員が仕事にやりがい

を持ち能力を最大限に発揮できるような適材適所な人材活用、

社員の貢献と成長に応じた客観的かつ公平な評価制度の整備、

社員の成長を支援する人材教育に積極的に取り組んでいます。

適材適所での人材活用

サービスプロバイダーへの事業転換を図り、継続的に企業価値

を高めるためには最適な人材の配置が不可欠であり、社員のや

る気向上にもつながります。最適な人材活用のため組織的に人

的資産を管理していくことが必要であると考え、従来の人事

データベースの見直しを図るなど、「人財の見える化」に取り組

んでいます。単に資格や職歴などの基本データを中心に管理

するデータベースではなく、具体的な業務経験や実績、個々の

強みや弱み、キャリア目標までを把握し、一元管理する人事

データベースの構築に取り組んでいます。能力やスキルの見え

る化により、グループ会社間の壁を越えた最適な人材活用を目

指しています。

評価制度

CSKグループの評価制度は、「能力評価」とその能力をいかに

発揮しているかということに軸足を置いています。まず、個々

の持つ知識や技術、専門性とその能力の向上度を評価します。

そしてその能力を活用して、会社に有用な価値をどれだけ創造

できたかという相互的な観点から構成されています。

評価のプロセスにおいては社員の納得感を高め、次の成果

や人材育成にもつなげていくために、上司と部下との面談を行

うなどコミュニケーションを重視しています。

サービスプロバイダーとしての事業構造の転換を進める

CSKグループでは、社員の仕事に対する価値観の多様化も進

むと思われます。どのような状況においても納得性の高い、公

平な評価・処遇制度を実施できる仕組みづくりに取り組んでい

きます。

人材育成・教育

CSKグループは社員一人ひとりの成長や自己実現を支援する

ため人材育成・研修制度の充実に取り組んでいます。まずは自

立型人材の育成に重点を置き、その上で人間性の開発を推進

する教育を行います。そして、各分野における高い専門性を有

したプロフェッショナルな人材を育てるために必要な教育を実

施します。このようにCSKグループとして一貫性のある継続し

た教育を提供することで社員の成長意欲に応えていきます。

また、CSKグループのシンクタンクCSK-ISの研究成果を活

用した人材育成にも取り組んでいきます。

今後の重点取り組み計画
■   CSKグループ標準の人材育成プロセスの設計とその
体系の構築

 採用・初期教育から長期的な視野に立った人材開発プログ
ラムを構築し、連続性のある教育の実施

■ 次世代マネジメントの育成
 マネジメント向けにビジネスデザイン能力やリーダー
シップ性などを高めるためのトレーニングを行うとともに若
手人材の積極的な登用、配置を通じて未来を担う人材の
育成

■ CSKグループ共通研修の実施
 会社の枠を越えた共通研修やディスカッションを開催し、
職種を越えたコミュニケーションにより組織の活性化と創
造性の向上
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CSR活動

研究・実践活動

CSK多摩センターにおける各種研究・実践活動

CSK多摩センターは「障がい者とともに、地域とともに、自然と

ともに」を基本理念として、社会貢献活動の拡充を具現化する

ために設立されました。

本施設は、グリーンビジネスを展開する東京グリーンシステ

ムズおよびCSKグリーンサービスの「オフィス」と胡蝶蘭を栽

培する「温室」、CSK-ISの「研究

所」の3施設を中心に構成され、

CSKグループの目指す事業活動、

社会貢献活動、障がい者雇用、社

員研修などに取り組み、社員ととも

に新しい企業文化を育みます。

無限の創造性を育む「囲碁文化の普及」

「琴棋書画」の棋、囲碁というゲームの持つ無限の創造性が人間

性を豊かにするとの観点から、こどもたちへの囲碁の普及を進

めるため、梅沢由香里女流棋聖（CSK-IS理事）の協力のもと、

全国の小学校への囲碁授業の導入を

推進しています。また、東北大学の

川島隆太教授（同理事）による「囲碁

と脳の研究」に協力し、囲碁がこど

もの脳の発育に役立つことの科学

的な証明にも取り組んでいます。

大川情報通信基金による研究助成・顕彰

大川情報通信基金は、情報通信分野の新しい研究に対する助

成、顕彰活動などを目的として1986年に設立された総務省所

管の公益法人（特定公益増進法人認定）です。研究助成および

顕彰は、国内ならびに海外（米国・中国・韓国）を対象としてお

り、情報通信分野の国際的な発展と振興のための公益活動を

推し進めています。

社会貢献活動
障がい者とともに

東京グリーンシステムズは、東京都・多摩市・CSKホールディン

グスの共同出資による第三セクター企業として、1992年に設

立された重度障がい者雇用モデル企業です。「参加・自立・共

生」を理念として掲げ、これを実践していくことによりノーマラ

イゼーションを推進しています。また、花卉栽培と販売を担う

CSKグリーンサービスは、東京グリーンシステムズと一体とな

り、胡蝶蘭栽培などのグリーンビジネスの拡大を図ることによ

り、障がい者就労の場の拡大に努めています。

CSKグループではこの活動を一

層拡大するとともに、社会的にも浸

透を図るために、全社員で胡蝶蘭を

幅広く紹介する活動に取り組んでいま

す。この活動における売上の一部は、

各種障がい者施設・団体・基金などに

寄付する予定です。

CAMP

CAMP（Children’s Art Museum ＆ Park）は、新しい学びの

スタイルであるワークショップを通して、こどもたちの「ともに」

成長する力を育むCSKグループの社会貢献活動です。国内外

の研究機関や企業、チルドレンズミュージアムとのコラボレート

により、こどもたちの創造性やコミュニケーション力を引き出す

さまざまなタイプのワークショップを

開発し、実践・普及に取り組んでいま

す。CAMPの活動が高く評価され、

2007年度第1回キッズデザイン賞に

おいて「審査委員長特別賞　社会

貢献企業賞」を受賞しました。
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企業自らが自給を目指す新たな農業「企産企消」を世の
中へ
輸入に依存する食料、脆弱化する農業基盤など、現在の日本の

食糧事情は危機的な状況にあります。CSKグループでは、企

業が少なくとも自社の従業員の食料くらいは自分たちで作るこ

とができれば、食料自給への影響は大きいとの「企業内食料自

給」の考え方に基づき、企業が目指す農業のあり方を研究・実

践しています。

CSK-ISでは「新たな企業型農

業」を研究テーマに掲げ、企業によ

る食料自給に向けた新しい農業の

形を具現化するために、「地産地

消」ならぬ、企業の社員が生産した

ものをその社員が消費するという

「企産企消（きさんきしょう）」の実現

に向けた研究に取り組んでいます。また、農業生産法人である

CSKアグリコールにおいて農業事業を実践しており、千葉県印

西市、東京都多摩市、北海道黒松内町の各拠点において、地元

の自然を維持・活用しながら地域社会と共同で事業を推進して

います。

CSKグループは「国や個人だけでは解決できない」農業の問

題に対し、自らが企業として実践しながら、社会に新たな可能性

を提言していきたいと考えています。

サステナビリティの夢に向かって―CSK-ISの取り組み
CSK-ISは「サステナビリティの時代に求められるものは何か」をテーマに設立されたシンクタンクです。サステナビリティ実現の

ための研究・提言を行うとともに、新たなサービスとして事業創造につなげることを目指しています。

「オーダーメイド医療」実現に向け東京大学医科学研究
所との共同研究を開始
CSK-ISは、東京大学医科学研究所ヒトゲノム解析センター長

の中村祐輔教授（CSK-IS理事）と共同で、オーダーメイド医療*

実現のための基盤データベースの構築と、その臨床応用に向

けた研究を推進することになりました。

この共同研究は、横浜市の「みなとみらい21」地区に建設す

るCSKグループ本社施設に開設予定の先端生命医科学研究所

（仮称）につながるものです。

今後、CSKグループの持つ情報技術と融合させながら、オー

ダーメイド医療実現のための社会的基盤を整備します。

CSK-ISは、これらの過程で得られる研究成果を、がんなどに

代表される難治性疾患の早期診断や新しい治療法の開発、画

期的新薬などの事業化に結び付ける計画です。さらに、将来の

医療に必要とされる情報基盤のあり方を、これらの研究で明ら

かにしていきます。
*  オーダーメイド医療： 個人の遺伝情報などをもとに個々人に最適な予防法や治療法を

可能とする医療

CSK-IS国際シンポジウムの開催
CSK-ISは2007年6月14日に「サステナビリティの夢に向

かって」をメインテーマに国際シンポジウムを開催しました。約

200名の方に参加いただき、ライフサイエンス、コミュニケー

ション、金融、環境、バイオ、日本文化など幅広い分野における

サステナビリティの追求をテーマに、プレゼンテーションやディ

スカッションを行いました。今後も、地球、人類の持続的発展に

必須となる要件などCSK-ISの研究成果を、シンポジウムなどの

活動を通じて、広く社会に役立つよう情報発信していきます。

「企産企消」：企業自らが自給を目指す新たな農業事業の形

自然とともに

社員とともに 地域とともに

CSK農場

持続可能な農業
社員の自然体験の場

担い手のいない農地の活用
共同により地域社会の活性

社員が作り社員が消費
真に安全・安心・おいしい食の提供
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役員
（2008年6月26日現在）

青園 雅紘＊1

取締役会長 兼
取締役会議長

奥島 孝康＊2

取締役

福山 義人＊1

取締役社長

和気 洋子＊2

取締役

鈴木 孝博＊1

取締役副社長
広瀬 省三
取締役

監査役
常勤監査役
東 敬司
石原 正之＊3

監査役
峯岸 芳幸＊3

田中 克郎＊3

執行役員
常務執行役員
新堀 義之
田村 拓

執行役員
加藤 隆哉
唐笠 弘
佐藤 泰広
堤 智章
清水 康司

取締役

＊1 代表取締役
＊2 社外取締役
＊3 社外監査役
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事業の状況
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CSK
システムズ

CSK
ネットワークシステムズ

CSK
フィールドサービス

CSK
ビジネスサービス

東日本 西日本
データセンター・システム運用等

スタッフ部門

CSKシステムズ
CSK

システムズ
西日本

CSK
システムズ
中部

CSK-IT

マネジメント

CSK
アドミニスト
レーション
サービス

スタッフ部門 スタッフ部門

ASP/EDI 保守
スタッフ事務支援

ネットワーク
中部

平成19年 7月以降の体制

【 C C O】
【 S W C 】

【SW九州】

【福 井】

【島 根】

【岩 手】

【大 分】

CCOグループ

スタッフ部門

テクニカル
サポート

テクニカル
サポート

テクニカル
サポート以外

（新）CCO
（新）SWC CSKマーケティング CSKアドミニスト

レーションサービス北九州CSK

福井CSK

島根CSK

岩手CSK

大分CSK

スタッフ部門

スタッフ部門

全社

SWCグループ CSKマーケティング

■ テクニカルサポート系事業を CCOグループに集約
■ SWC、CSKマーケティングの役割を見直し

CCO・・・CSKコミュニケーションズ
SWC・・・サービスウェア・コーポレーション
SW九州・・サービスウェア九州

平成20年1月以降の体制
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エンドユーザー

顧客

データセンター、システム運用、保守： CSK-ITマネジメント、CSKシステムマネジメント

コンタクトセンター、業務運用： サービスウェア・コーポレーション、CSKマーケティング

テクニカルサポート： CSKコミュニケーションズ

シェアードサービス： CSKアドミニストレーションサービス

CSK
システムズ

CSK
システムズ
西日本

CSK
システムズ中部

CSK
証券
サービス

CSK‐RB
証券

CSK
プレッ
シェンド

JIEC ベリサーブ . . .



41CSK Holdings Corporation   Annual Report 2008



42 CSK Holdings Corporation   Annual Report 2008



43CSK Holdings Corporation   Annual Report 2008

情 報 サ ー ビ ス テクノロジーサービス ⇒ システム開発・運用等の IT関連サービス

事業セグメント 提供サービス

ビジネスサービス ⇒ コンタクトセンター・BPO（注）１・製品検証等のＩＴ利用サービス

金 融 サ ー ビ ス 匿名組合・不動産・株式等への投資事業、ベンチャーキャピタル事業等

証 券 総合証券業

プリペイドカード QUOカードの発行・決済等
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連結貸借対照表
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連結損益計算書
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連結株主資本等変動計算書
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連結キャッシュ・フロー計算書
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項
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注記事項
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独立監査人の監査報告書

単体財務諸表につきましては、EDINET（http://info.edinet-fsa.go.jp/）、
もしくはホームページ（http://www.csk.com/ir/finance/valuable/index.html）に掲載された有価証券報告書をご覧下さい。
※ 当社ホームページに掲載する有価証券報告書及び半期報告書は、EDINETにリンクしています。PDFファイルは、EDINETを使用して提出したデータに目次及び頁を付して、出
力したものです。同様に提出した監査報告書を末尾に綴じ込んでおります。
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ホームページ情報

「株主・投資家情報」をリニューアルしました。

http：//www.csk.com/ir/

「株主・投資家情報」をリニューアルしました。掲載情報を整理するとともに、

デザインも一新し、これまでより見やすく使いやすい IRサイトとなりました。

　今後も引続き、株主・投資家の皆様へより早く詳細なIR情報を提供するた

め、インターネットを活用したIR活動に取り組み、より多くの株主・投資家の

皆様にCSKグループをご理解いただけるよう努めていきます。

個人投資家の皆様へ
個人投資家の皆様に、CSKグループをわかりやすくご理解いた
だくための情報をまとめて掲載しています。
株主様向け冊子「CSKレポート」もご覧いただけます。

IRカレンダー
IR活動の年間スケジュールを掲載しています。

お問い合わせ
IRに関するご意見・お問い合わせを受付けています。

株価情報
MarketViewerにて株価情報を掲載しています。
（MarketViewerはCSK証券サービスが提供する金融情報配信
サービスです）

経営方針
社長メッセージや経営戦略、コーポレート・ガバナンスなどの情
報を掲載しています。

財務・業績
過去5年間の主要財務データ・グラフ、セグメント情報、主要な
財務指標を掲載しています。

IR説明会
決算説明会で配布した決算説明資料およびプレゼンテーション
資料などの IRに関する説明会資料を掲載しています。

IRライブラリ
決算短信、決算説明資料、アニュアルレポート、有価証券報告
書などの IR情報をまとめて掲載しています。

株主・株式情報
株式基本情報、株主構成・大株主一覧、配当情報、株主総会、
株式事務手続き、電子公告などの情報を掲載しています。
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CSKグループインフォメーション
（2008年11月4日現在）

株式会社CSKホールディングス
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-3901 
http://www.csk.com/ 

CSKグループ企業

株式会社CSKシステムズ
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-3000 
http://www.csk.com/systems/ 

株式会社CSKシステムズ西日本
〒541-0041
大阪府大阪市中央区北浜1-8-16 大阪証券取引所ビル
06-6223-8800 
http://www.csk.com/sys-nishi/ 

株式会社CSKシステムズ中部
〒460-0003
愛知県名古屋市中区錦3-25-11 ニッセイ村瀬ビル
052-954-8481 
http://www.csk.com/sys-chubu/ 

株式会社JIEC
〒160-0023
東京都新宿区西新宿6-24-1 西新宿三井ビル20F
03-5326-3331 
http://www.jiec.co.jp/ 

株式会社CSIソリューションズ
〒163-6019
東京都新宿区西新宿6-8-1  
住友不動産新宿オークタワー19F
03-5326-3640 
http://www.csi.co.jp/ 

株式会社CSK Winテクノロジ
〒160-0023
東京都新宿区西新宿6-24-1 西新宿三井ビル20F
03-3343-2500 
http://www.cskwin.com/ 

スーパーソフトウェア株式会社
〒160-0023
東京都新宿区西新宿6-24-1 西新宿三井ビル18F
03-5322-8411 
http://www.supersoft.co.jp/ 

株式会社福岡CSK
〒810-0001
福岡県福岡市中央区天神1-12-1 日之出福岡ビル10F
092-724-3311 
http://www.fukuoka-csk.co.jp/ 

株式会社北海道CSK
〒060-0001
北海道札幌市中央区北1条西6-1-2  
アーバンネット札幌ビル4F
011-206-3700 
http://www.hokkaidocsk.co.jp/ 

CSK SYSTEMS (SHANGHAI)  
CO., LTD. 
中国上海市黄浦区北京東路668号 
上海科技京城東楼18F
+86-21-6103-2518 
http://www.cskchina.com/ 

株式会社CSK-ITマネジメント
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-3701 
http://www.csk.com/itm/ 

株式会社CSKシステムマネジメント
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-3131 
http://www.csk.com/csm/ 

株式会社サービスウェア・コーポレーション
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-4860 
http://www.serviceware.co.jp/ 

株式会社CSKコミュニケーションズ
＜東京本社＞
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-4810
＜沖縄本社＞
〒900-0025沖縄県那覇市壷川1-3-4
098-840-4000 
http://www.cco.co.jp/ 

株式会社福井CSK
〒910-0019
福井県福井市春山1-1-14 福井新聞さくら通りビル5F
0776-22-1236 
http://www.fukuicsk.co.jp/ 

株式会社島根CSK
〒690-0007
島根県松江市御手船場町553-6松江駅前エストビル7F
0852-60-6930 
http://www.shimane-csk.co.jp/ 

株式会社岩手CSK
〒020-0021
岩手県盛岡市中央通1-7-25朝日生命盛岡中央通ビル8F
019-604-9670 
http://www.iwate-csk.co.jp/ 

株式会社大分CSK
〒870-0029
大分県大分市高砂町2-50 OASISひろば21
097-548-6000 
http://www.oita-csk.co.jp/ 

株式会社北九州CSK
〒822-1406
福岡県田川郡香春町大字香春1010番地
0947-32-9200
http://www.kitakyushu-csk.co.jp/

株式会社CSKマーケティング
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-4060 
http://www.csk-mk.co.jp/ 

株式会社ベリサーブ
〒160-0023
東京都新宿区西新宿6-24-1 西新宿三井ビル14F
03-5909-5700 
http://www.veriserve.co.jp/ 

株式会社ISAO
〒160-0011
東京都新宿区若葉1-4-1 CSK四谷ビル2F・3F
03-5919-7070
http://www.isao.co.jp/ 

ビジネスエクステンション株式会社
〒103-0023
東京都中央区日本橋本町2-4-1 日本橋本町東急ビル
03-3242-6800 
http://www.bec-csk.co.jp/ 

株式会社CSKプレッシェンド
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-3471 
http://www.presc.co.jp/ 

CSK SYSTEMS (DALIAN) Co., LTD.
中国大連市軟件園路35号科技大厦C座101
+86-411-8476-8801 
http://www.csk-dalian.com/ 

株式会社CSKアドミニストレーションサービス
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-3001 
http://www.csk.com/admi/

コスモ証券株式会社
〒541-8521
大阪府大阪市中央区今橋1-8-12
06-6203-2331 
http://www.cosmo-sec.co.jp/ 

CSK-RB証券株式会社
〒103-0023
東京都中央区日本橋本町2-4-1 日本橋本町東急ビル
03-6225-3350
http://www.csk.com/rb/

株式会社CSK証券サービス
〒103-0023
東京都中央区日本橋本町2-4-1 日本橋本町東急ビル
03-3244-6610 
http://www.csk-ss.co.jp/ 

CSKベンチャーキャピタル株式会社
〒107-0062
東京都港区南青山3-3-3 リビエラ南青山ビルA館5F
03-5771-6411 
http://www.cskvc.co.jp/ 

CSKプリンシパルズ株式会社
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-4080 
http://www.csk.com/principals/ 

プラザ アセット マネジメント株式会社
〒107-0062
東京都港区南青山3-3-3 リビエラ南青山ビルA館4F
03-5770-2300 
http://www.plaza-am.co.jp/ 

プラザ キャピタル マネジメント株式会社
〒107-0062
東京都港区南青山3-3-3 リビエラ南青山ビルA館4F
03-5771-3801 
http://www.plaza-cm.co.jp/ 

CSKファイナンス株式会社
〒107-0062
東京都港区南青山3-3-3 リビエラ南青山ビルA館5F
03-5771-6414 
http://www.csk.com/finance/ 

株式会社クオカード
〒103-0023
東京都中央区日本橋本町2-4-1 日本橋本町東急ビル
03-3243-2211 
http://www.quocard.com/ 

株式会社CSK-IS
〒160-0011
東京都新宿区若葉1-4-1 CSK四谷ビル
03-5367-5500
http://www.csk.com/csk-is/

株式会社CSKアグリコール
〒270-1334
千葉県印西市西の原1-2  
フローラルシティ西の原9棟205号
0476-40-7893
http://www.csk-agri.co.jp/

東京グリーンシステムズ株式会社
〒206-0042
東京都多摩市山王下2-3 CSK多摩センターEAST
042-310-1261 
http://www.tgs.co.jp/ 

株式会社CSKグリーンサービス
〒107-0062
東京都港区南青山2-26-1 CSK青山ビル
03-6438-4121 
http://www.csk-green.co.jp/ 
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投資家情報
（2008年3月31日現在）

商号 株式会社CSKホールディングス
設立 1968年10月7日
従業員数 10,633人（連結）
URL http://www.csk.com/

株式・株主の状況
発行可能株式総数 298,000,000株
発行済株式総数 78,670,524株
株主数 33,147名
上場証券取引所 東京証券取引所市場第一部
売買単位株式数 100株
証券コード 9737

株主名簿管理人
大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番4号
 住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵便物の発送先 〒183-8701 東京都府中市日鋼町1番10
 住友信託銀行株式会社　証券代行部

電話照会先 （住所変更など用紙のご請求）
 フリーダイヤル　0120-175-417
 （その他のご照会）
 フリーダイヤル　0120-176-417

URL http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/retail/
service/daiko/index.html

大株主の状況
株主名 所有株式数

（千株）
持株比率
（%）

1 株式会社CSKホールディングス 8,121 10.32
2 日本マスタートラスト信託銀行株式会社 6,565 8.34
3 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 5,036 6.40
4 ドイツ証券株式会社 3,833 4.87
5 株式会社オー・イー 3,553 4.52
6 ビー・エヌ・ピー・パリバ・セキュリティーズ（ジャパン）リミテッド 2,921 3.71
7 ソシエテ ジェネラル証券会社 東京支店 2,378 3.02
8 日本生命保険相互会社 2,122 2.70
9 大川科学技術財団設立準備委員会 1,710 2.17

10 CSKグループ社員持株会 1,656 2.11

株価チャート

n 金融機関 29.15%
n 証券会社 7.88%
n その他の法人 7.71%
n 外国法人等 26.27%
n 個人その他 18.67%
n 自己名義株式 10.32%

株式の分布状況
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お問合せ先：株式会社 CSKホールディングス
広報室 IR課
電話番号：03-6438-3051
E-mail：ir.sp@csk.com

この印刷物は、植物油100％の「大豆油インキ」を使い、
ISO14001認証工場において「水なし印刷」で印刷しています。

http://www.csk.com/
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